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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月12日(2017.1.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　硫黄分が０．４質量％以下、かつＡＳＴＭ Ｄ８７４で測定した硫酸灰分が０．５質量
％以下の潤滑油組成物であって、（ａ）主要量の潤滑粘度の油、（ｂ）組成物の全質量に
基づくホウ素量が４０ｐｐｍ以上６００ｐｐｍ以下となる量の、少なくとも一種の油溶性
又は分散性の油中で安定なホウ素含有化合物、および（ｃ）組成物の全質量に基づくモリ
ブデン量が８００ｐｐｍ以下となる量の、少なくとも一種の油溶性又は分散性の油中で安
定なモリブデン含有化合物を含む、インジェクタねじ摩耗を低下させることができる潤滑
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油組成物、ただし、潤滑油組成物の硫黄対モリブデン比は２０：１乃至１００：１であり
、該潤滑油組成物はジアルキルジチオリン酸亜鉛を含まない。
【請求項２】
　潤滑粘度の油が鉱物基油を含む請求項１に記載の潤滑油組成物。
【請求項３】
　ホウ素量が５００ｐｐｍ以下である請求項１または２に記載の潤滑油組成物。
【請求項４】
　モリブデン量が５００ｐｐｍ以下である請求項１乃至３のいずれかの項に記載の潤滑
油組成物。
【請求項５】
　モリブデン量が１００ｐｐｍ以下である請求項１乃至３のいずれかの項に記載の潤滑
油組成物。
【請求項６】
　ホウ素量が４００ｐｐｍ以下であり、モリブデン量が１００ｐｐｍ以下である請求項１
に記載の潤滑油組成物。
【請求項７】
　油溶性又は分散性の油中で安定なモリブデン化合物が、硫化又は未硫化のモリブデンポ
リイソブテニルコハク酸イミド錯体、モリブデンジチオカルバメート、分散状態にある水
和モリブデン化合物、酸性モリブデン化合物又はその塩およびそれらの混合物からなる群
より選ばれる請求項１乃至６のいずれかの項に記載の潤滑油組成物。
【請求項８】
　主要量の硫黄が、下記式のビスジチオカルバメート化合物に由来する請求項１乃至７の
いずれかの項に記載の潤滑油組成物：
【化１】

（式中、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５およびＲ１６は、同じであっても異なっていてもよいが
炭素原子数１乃至１３の脂肪族炭化水素基であり、そしてＲ１７は、炭素原子数１乃至８
のアルキレン基である）。
【請求項９】
　ＡＳＴＭ Ｄ８７４で測定した硫酸灰分が０．３質量％以下である請求項１乃至８のい
ずれかの項に記載の潤滑油組成物。
【請求項１０】
　リンを含まない請求項１乃至９のいずれかの項に記載の潤滑油組成物。
【請求項１１】
　さらに、金属清浄剤、無灰分散剤、摩擦緩和剤、極圧剤、粘度指数向上剤および流動点
降下剤からなる群より選ばれる少なくとも一種の添加剤を含む請求項１乃至１０のいずれ
かの項に記載の潤滑油組成物。
【請求項１２】
　（ｂ）少なくとも一種の油溶性又は分散性の油中で安定なホウ素含有化合物が、ホウ酸
化分散剤、ホウ酸化摩擦緩和剤、分散性のアルカリ金属又は混合アルカリ金属又はアルカ
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リ土類金属ホウ酸塩、ホウ酸化エポキシド、ホウ酸エステル、ホウ酸化脂肪アミン、ホウ
酸化アミド、ホウ酸化スルホネート、およびそれらの混合物からなる群より選ばれる、請
求項１乃至１１のいずれかの項に記載の潤滑油組成物。
【請求項１３】
　請求項１乃至１２のいずれかの項に記載の潤滑油組成物を用いて内燃機関を作動させる
工程を含む内燃機関の作動方法。
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